
これからのオンライン発信
自粛期間中の博物館の取り組みを通して

北海道大学 CoSTEP 奥本素子

2020/12/17 環境学習施設勉強会2020 1



自己紹介
•教育効果を実験的に測定していく、

教育工学の分野で研究しています。

•研究テーマ：

博物館教育

サイエンスコミュニケーション
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インフォーマル
ラーニング

• 家庭教育のような不定型教育（informal education）に対
応した学習と、まったく教育 に対応しない学びを包含し、
「不定型学習」と 和訳される。無意図的な学習、偶発的な
学習 （incidental learning）を含めて、人間の生涯を通し
て量的にも質的にも最も大きな割合を占め ている。

• 学校での学び→フォーマルラーニング

• 成人学習や職員研修→ノンフォーマルラーニング

赤尾勝己（2015）生涯学習社会におけるノンフォーマル・インフォーマル学習の評価をめぐる問題 : 
ユネスコとOECDの動向を中心に，教育科学セミナリー (46), 1-16
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暮らしの中にある学び、
普段の中にある学び



博物館は非線形な学び
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伊藤寿郎 1990 鈴木康弘《遊具の透視法》 2001
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学習者

2020/12/17

学習者

学習の最近接発達領域
（ZPD)
自分ひとりではできないけど
助けられたらできること
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社会文化的アプローチ
＝支える人・機会を増やす仕組み

• コミュニティへの参加による学習を支援

• 「教える」のではなく「参加の支援」

• 「活動の場の提供」

• 「学習者の相互作用の促進手段」

• 「実践・活動へのアクセスの手段」
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マリー・コリー・マーチ《アイデンティティ・タペストリー》 2019 日本科学未来館《ビューティフル・ライス～1000年おいしく食べられますように》 2018

問いかける展示、考える展示
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自粛期間中の
博物館における
オンライン発信
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CoVid-19閉館中
博物館はなにを行ったのか
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地域 館数 % 特定警戒地域 館数 % 設置主体 館数 %

北海道 36 3.2% 特定 550 49.1% 国立 23 2.1%

東北 83 7.4% 非特定 570 50.9% 都道府県立 168 15.0%

関東 158 14.1% 市町村立 549 49.0%

東京 157 14.0% 都市圏 館数 % 私立 293 26.2%

東海 123 11.0% 大都市圏 301 26.9% 大学博物館 75 6.7%

北信越 136 12.1% 都市圏 22 2.0% その他 12 1.1%

近畿 181 16.2% その他 797 71.2%

中国 105 9.4% 館種 館数 %

四国 43 3.8% 総合 108 9.6%

九州 98 8.8% 郷土・歴史 538 48.0%

美術 341 30.4%

自然史・理工 100 8.9%

動水植 33 2.9%

• 文化庁（2018）により把握されてい
る全国の博物館施設 5,738 件のうち，
公益財団法人日本博物館協会のウェブ
サイトに掲載されている施設（N＝
1,120）



オンライン発信の
割合
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オンライン 館数 % 動画 館数 % SNS 館数 %

実施未確認 501 44.7% 実施未確認 812 72.5% 実施未確認 635 56.7%

実施 619 55.4% 実施 316 28.2% 実施 487 43.5%

動画種類
（n=316）

館数 %
SNS種類
（n=487）

館数 %

Youtube 214 67.7% Twitter 331 68.0%

その他 73 23.2% Facebook 338 69.4%

*複数使用あり Instagram 141 29.0%

その他 17 3.5%

*複数使用あり



休館時期と発信

• 地域によって有意に差があり（χ2=329.983, df=45，p<.01），ま
た特定警戒都道府県か否かにおいても違いがあることが確認された
（χ2=157.51, df=5, p<.01）．前半のピークである， 3月8日までの
期間に閉館を決定したのは特定警戒都道府県に指定された関東，東京
地方の館が多く，後半のピークである4月6日から4月19日の期間には
特定警戒都道府県地域が含まれる北海道，北信越，東海地域が，また
非特定警戒都道府県地域も閉館を決定している
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休館開始時期 館数 %

3月8日以前 266 23.8%

3月9日~3月22日 44 3.9%

3月23日~4月5日 131 11.7%

4月6日~4月19日 407 36.3%

4月20日以降 127 11.3%

その他の理由で休館 52 4.6%

閉館 3 0.3%

休館せず 3 0.3%

不明 87 7.8%



設置主体と発信
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国 立 （ N=2 3） 都 道 府 県立（ N=1 68 ） 市 町 村 立（N=5 49 ） Χ 2 値

館数 % 残差 館数 % 残差 館数 % 残差

42.13**
オンライン実施

19 82.6% 2.7** 123 73% 5.1** 300 55% -0.4

私立（N=293） 大学（N=75） その他（N=12）

141 48% -2.9** 32 43% -2.3* 4 33% -1.5

国立（N=23） 都道府県立（N=168） 市町村立（N=549）

動画配信

15 65.2% 4.0** 71 42.3% 4.4** 160 29% 0.7

50.47**私立（N=293） 大学（N=75） その他（N=12）

52 18% -4.6** 15 20% -1.6 3 25% -0.1

国立（N=23） 都道府県立（N=168） 市町村立（N=549）

n.s

SNS発信

14 60.9% 1.7 89 53.0% 2.7* 126 23% -1.6

私立（N=293） 大学（N=75） その他（N=12）

126 43% -0.2 27 36% -1.3 5 42% -0.1

p*<.05, p**<.01



館種による比較
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総合
（N=108）

郷土・歴史
（N=538）

美術
（N=341）

自然史・理工
（N=100）

動水植
（N=33）

Χ2値

館
数

% 残差館数 % 残差 館数 % 残差
館
数

% 残差
館
数

% 残差

オンラ
イン実
施

66 61.1% 1.3 247 46% -6.1** 207 61%2.4** 73 73% 3.7** 26 79%2.8** 44.72**

動画配
信

31 28.7% 0.1 108 20% -5.8** 98 29% 0.2 56 56% 6.6** 23 70%5.4** 84.96**

SNS発
信

59 54.6% 0.2 205 38% -3.4** 157 46% 1.2 47 47% 0.8 18 55% 1.3 14.85*

p*<.05, p**<.01

動画は理工系、動水植が積極的SNSは美術館、動水植が積極的



伝える？それとも
集う？
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発信型

• Youtubeによる学芸員の展示解

説

• 実験動画・展示動画（生態展示

含む）の公開

ネットワーク型

• 熊本県立美術館を応援する熊本

県立大学生たちのSNS

• 福岡市立美術館のSNS上ワーク

ショップ「明かりをともそう」

• ＃Curator battle

• 集まれどうぶつの森



• コミュニティへの参加による学習を支援

• 「教える」のではなく「参加の支援」

• 「活動の場の提供」

• 「学習者の相互作用の促進手段」

• 「実践・活動へのアクセスの手段」
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社会文化的アプローチ
＝オンライン化においても一つの着目点



オンライン活動を
どう評価するのか

2020/12/17
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• 札幌市中心部の公共空間で行われる北海道大学の研究全般を取り扱うサイエンス・カフェ

• 科学技術コミュニケーションの実践として、CoSTEPのスタッフ、受講生が運用

• 2006年から毎年定期的に開催し、今年112回を開催



イベント評価の仕組み

• 2017年度より共通項目を使った定点調査を開始
• 設問構成
1. サイエンスカフェ参加回数（単一選択）
2. 性別（単一選択）
3. 年代（単一選択）
4. 初めて知った広報媒体
5. 生活圏からの距離
6. 文系・理系・その他（単一選択）
7. 研究者・大学生、大学院生・一般・その他（単一選択）
8. 全体の満足度・難易度（単一選択式）理由（自由記述）

満足／やや満足／どちらでもない／やや不満足／不満足
易しい／やや易しい／適切／やや難しい／難しい

9. 北大関係者、CoSTEP関係者の区別

参加者属性

イベント

評価

広報

効果



サイエンス・カフェ札幌の来館者

初めて, 

658, 57%

2回目, 

114, 10%

3回以上, 

384, 33%

来場回数

15歳未満, 62, 

5%

16~25歳, 

262, 23%

26~35歳, 

144, 12%36~45歳, 

137, 12%

46~55歳, 

213, 19%

56~65歳, 

162, 14%

65歳以上, 

169, 15%

年代

• 初来場多めだけど、一定程度リピーターもいて、
• 年代も若者が若干多めだけど、散らばっていて、



サイエンス・カフェ札幌の来館者

• 理系が少し多めだけど、それ以外も4割以上いて
• 一般多めだけど、研究者や学生も一定数いる

文系, 421, 

38%

理系, 611, 

54%

その他, 

93, 8%

文理の割合
研究者, 57, 

5%

大学、大学院

生, 244, 22%

一般, 691, 

61%

その他, 

135, 

12%

研究との関り

ちなみに性別は
男54:女46



第111回

「ステイホームいかがお過ごしですか？〜「親」「子」の意見から考える子どもの世界
〜」

最大視聴者数 約100名

ゲスト 愛甲哲也さん（北海道大学 大学院農学研究院 准教授）

加藤弘通さん（北海道大学大学院 教育学研究院 准教授）

第112回

「地球を旅する元素のゆくえ〜大気と海、海と堆積物をめぐるヨウ素のナゾ〜」

最大視聴者数 約120名

ゲスト 大木淳之さん（北海道大学 大学院水産科学研究院 准教授）

＊はこだて国際科学祭のイベントとして実施

2020年度から
サイエンス・カフェ札幌｜オンラインを開始

Youtube liveで配信、
ゲストの了承を得れば、

後日Youtubeで配信







イベント評価の仕組みをオンライン用に改訂

• 2017年度より共通項目を使った定点調査との比較のため
• 設問構成
1. サイエンスカフェ参加回数（単一選択） →CoSTEP認知度を足す
2. 性別（単一選択）
3. 年代（単一選択）
4. 初めて知った広報媒体→SNS広報の項目を足す
5. 生活圏からの距離→都道府県
6. 文系・理系・その他（単一選択）
7. 研究者・大学生、大学院生・一般・その他（単一選択）
8. 全体の満足度・難易度（単一選択式）理由（自由記述）

満足／やや満足／どちらでもない／やや不満足／不満足
易しい／やや易しい／適切／やや難しい／難しい
→配信接続に関する満足度を足す

9. 北大関係者、CoSTEP関係者の区別

参加者属性

イベント

評価

広報

効果



オンライン化による参加者の変化

15歳未満
16~25

歳
26~35

歳
36~45

歳
46~55

歳
56~65

歳 65歳以上

非オンライン 度数 62 262 144 137 213 162 169

％ 5.4% 22.8% 12.5% 11.9% 18.5% 14.1% 14.7%
調整済
み残差

-4.3 1.2 -1.1 -7.3 3.8 1.4 4.5

オンライン 度数 20 24 21 47 7 13 1

％ 15.0% 18.0% 15.8% 35.3% 5.3% 9.8% 0.8%
調整済
み残差

4.3 -1.2 1.1 7.3 -3.8 -1.4 -4.5

χ2=96.434, df=6, p<.01

非オンライン・オンライン×年齢

研究者 学生・大学院生 一般 その他

.非オンライン 度数 57 244 691 135
％ 5.1% 21.7% 61.3% 12.0%
調整済
み残差

-1.9 1.6 2.7 -4.5

オンライン 度数 12 21 66 35
％ 9.0% 15.7% 49.3% 26.1%
調整済
み残差

1.9 -1.6 -2.7 4.5

χ2=26.02, df=3, p<.01

非オンライン・オンライン×研究との関り

オンライン化になると、
55歳以上の参加が減る

オンライン化になると、
関係者の参加が増える



オンライン化による参加者の感想

度数 平均値 標準偏差 df T値

満足度

非オンライン 1053 4.44 0.76
1185 0.58

オンライン 134 4.40 0.68

難易度

非オンライン 1050 2.82 0.87
1108

2.15 *

オンライン 60 3.06 0.97

非オンライン・オンライン×満足度・難易度
（サイエンス・カフェ）

オンライン化で
難度は上がった？

SC112 3.06

難易度の理由
• 出てくる単語（専門用語）が難しかったから
• 言葉が難しい。もう少し言い換えたり、かみ砕いたり

してほしかった。



オンライン化による参加者の感想

度数 平均値 標準偏差 df T値

満足度

非オンライン 315 4.37 0.98
487 1.85 ∔

オンライン 174 4.53 0.71

難易度

非オンライン 316 2.78 0.93
335.79 2.67 **

オンライン 174 2.53 1.00

オンラインの講演は満足度
が高く、易しいという印象

非オンライン・オンライン×満足度・難易度
（講演）

オンライン配信接続の
満足度は4.41！



オンラインイベントのアウトリーチ効果

• 4割がCoSTEPを知らないで参加
• 半数以上が道外からの参加

知っていた, 

177, 60%

知らなかった, 

117, 40%

このイベント前から

CoSTEPを知っていた

道内, 130, 43%

道外, 170, 57%

どこから参加？



オンラインイベントはどのように認知されているのか

• SNSが最強

チラシ・ポスター, 9, 3%

SNS, 147, 48%

SNS以外のインター

ネット, 39

知人・友人, 45

その他, 68, 22%

最初に認知した情報源



いいことばかり
じゃない

• ながらでできるコンテンツ作成

• 申し込みの歩留まり

• アンケートの収集方法の工夫



今後が正念場
ご清聴ありがとうございました
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